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研究成果の概要（和文）：本研究では、複数の学習者が思考を可視化・共有して学び合う協働的

な問題解決学習を支援する電子黒板用デジタル教材を開発し、それを用いた実践の指導方略を

明らかにすることできた。本研究に関わり実践された事例は、多くの教師が参考にできるよう

研究雑誌の特集記事として広く公開した。 

 
研究成果の概要（英文）：In this study, digital materials for Interactive Whiteboard to 
support the cooperative problem-solving learning has been developed. We could clarify 
the teacher's instructional strategy. Research results have been published as feature 
articles in the research magazine that many teachers could refer to. 
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１．研究開始当初の背景 
 近年，電子黒板の教育活用に関する研究が
質・量ともに充実してきている．例えば「教
師の活用意図を調査した研究」（小林ら 
2007），「電子黒板を活用した実践研究」（中
川・中橋 2009），「外部インターフェースの
開発」（太田ら 2007），「活用方法のモデル化」
（電子黒板活用効果研究協議会 2008）など，
多様なアプローチの研究が見られるように
なった．これは，単なる提示装置以上の機能
が電子黒板に備わっており，教育の可能性を
拓く教育メディアのひとつとして期待され
ているためであると考えられる． 

 電子黒板は，話者が画面の前で操作して聴
衆の視線を集め，静止画・動画の提示や画面
への書き込み・訂正・保存などを簡単に行う
ことができる点などに特徴がある．こうした
電子黒板の特徴を活かす活用方法のひとつ
には，学習者が発表するという学習活動があ
る．電子黒板は，学習者同士の対話を促進し，
新しい学習指導要領でも強調されている「思
考力・判断力・表現力を高める」ことに役立
つと考えられている． 
 それを裏付けるように，稲垣ら（2008）の
調査では，電子黒板を使って書き込みながら
説明する学習者の発表は，使わない時よりも
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聞き手に理解されるものになったと報告さ
れている． 
 さらに，このような学習活動は，複数の学
習者が思考を可視化・共有して学び合い，協
働的な問題解決学習を行う実践へと発展さ
せていくことが期待される．例えば，多様な
考え方が存在する事柄（立体の体積の求め方
など）に対して自分達なりの考え方を説明し
あうことで学習する実践である． 
 しかしながら，電子黒板が導入されただけ
で，このような学習活動が自然に行われるよ
うになるとは考えにくく，教師の授業設計と
指導は不可欠である．そのため，どのような
学年・教科・単元・学習事項において，どの
ような学習・活用が有効なのか，提示する教
材として必要なものは何か，そして，教師は
どのような指導を行うべきか，といった知見
の蓄積が必要である．これは，今後，学校現
場に導入されていく電子黒板が有効活用さ
れるためにも重要な研究課題であるといえ
る． 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は，複数の学習者が思考を可
視化・共有して学び合う協働的な問題解決学
習を支援する電子黒板用デジタル教材を開
発し，それを用いた実践の指導方略を明らか
にすることである． 
 本研究で開発したデジタル教材，導出され
た指導方略は，多くの教師が活用できるよう
実践事例として広く公開し、電子黒板の有効
活用に関して普及・促進を図る． 
 
３．研究の方法 
 本研究の目的を達成するために，研究者と
学校現場の教師（研究協力者）が協力して研
究を遂行する． 
 まず，研究者が先行研究のレビューや海外
視察を行う．その結果を参考に教師が「電子
黒板を用いて学習者が学び合う活動」を取り
入れた授業案を作成する．そして，意見交換
しながら実践で用いる電子黒板用デジタル
教材を制作する．教師は，その教材を活用し
て授業案に基づく授業を行う．そして，研究
者は質的研究法を用いて教師の指導方略を
導出する． 
 
４．研究成果 
(1)海外の事例に関する調査 
 本研究では、フィンランド、ハワイ、韓国
に訪問し、電子黒板を活用した授業実践を視
察した。当初は電子黒板の活用において実績
をあげている英国の実践を視察する予定で
あったが、英国に関しては他の研究グループ
による調査資料から状況を把握することが
できたため、調査対象を広げた。 
 その結果、訪問したどの学校でも電子黒板

を特別な物として捉えるのではなく、教室の
一部として自然に活用している状況がわか
った。また、電子黒板の導入だけでなく、電
子黒板で使用するデジタル教材の開発にも
力をいれている状況が確認できた。 
 しかし、学習者同士が学び合う協働的な学
習場面における電子黒板の活用方法は、まだ
確立されていないように見受けられた。協働
的な問題解決の学習に力を入れている学校
ではあったが、電子黒板は、主に教師の説明
を分りやすくする道具として使われること
が多いようであった。そのことから、本研究
の最終的な成果は、諸外国にとっても意義の
あるものになるということを確認できた。 
 
(2)実践・教材の開発と指導方略の導出 
 海外調査を踏まえた上で、研究協力者であ
る現場教師が、協働的な問題解決の学習で電
子黒板を活かす場面を検討してきた。具体的
には、「解答方法が何通りもある問題を教え
あい、学び合いながら解法アイデアを共有す
る算数の実践」や「社会的な文脈を踏まえグ
ラフを読み解き、考えを共有する社会科の実
践」、「各自の端末で作成した町探検のレポー
トを電子黒板に転送して相互評価を行う生
活科の実践」などに電子黒板を活用した。 
 電子黒板用デジタル教材は動きのあるイ
ンタラクティブなものから、シンプルなワー
クシートまで、学習者の相互作用を促すため
に適切と教師が判断したものが開発された。
また、複数の実践にて参与観察を行い、学習
者同士の相互作用を引き出すために、教師が
どのように働きかけるのか、教師の指導方略
を導出することができた。 
 なお、これらの実践は、新時代の学習環境
を想定して複数台のタブレット型 PC と電子
黒板を連動させる実践の検証も含んでいる．
研究をはじめた当初と比べ、電子黒板とタブ
レット型 PC の連携は進み、新しい可能性が
開かれた。研究代表者は、総務省フューチャ
ースクール推進事業の実証校でフィールド
調査を行い、教室内のコミュニケーションパ
ターンや教師の指導方略を明らかにした（例
えば、中橋ら 2012 など）。 
 
(3)モデル実践事例の普及・公開 
 モデル実践の普及を行うために、授業を設
計した実践者が公開授業を行った。参加者か
ら得られた意見から、電子黒板用デジタル教
材・指導方略を含む実践事例の評価、精緻化
を図ることができた。 
 また、成果報告としては、学会口頭発表、
学術雑誌による報告にとどまらず、図書、講
演、教員研修セミナーなどにおいて情報公開
してきた。特に多くの教師が参考にできるよ
う教育雑誌の特集として出版し、広く公開し
た（例えば、中橋 2012 など）。このように、



得られた知見は、学術的な場での報告に留ま
らず、日常的な授業実践に貢献できるものと
して、教育現場に受け入れられるものにする
ことができた。 
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